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小さな加工場で進む、作業台まわりの改善

工具を戻す場所と、次の工程へ渡す部品の置き方を見直す取組を取材しました。

掲載日 2023.05.19

作成・担当 沿岸仕事通信 編集部

文書番号 CK-A-23-0519

沿岸部の小規模な金属加工事業所で、作業台まわりの置き方を見直す取組を取材した。大きな設備を入れ替えるの

ではなく、工程ごとの仮置き場所と、使い終えた工具を戻す場所を整理している。

従来は、加工待ちの部品と検査待ちの部品を同じ台へ置くことがあった。現在は台の区分を変え、引き渡す側が工

程札を付ける。作業を中断して交代する場合も、どこまで処理したかを札と作業票で確認する。

編集部が取材したのは、変更後の作業台と、その運用を説明する担当者の話である。生産量や不良率の変化を測定

した取材ではなく、改善の効果を数値で比較したものではない。事業所名と製品の詳細は、取材先との取り決めに

より記載していない。

担当交代に合わせて直す

担当者によると、置き場を変えた直後は、作業票の書き方と現場の呼び方がそろわない場面もあった。交代時に使

う用紙を見直し、旧名称を当面併記することで引継ぎの確認に使っている。

小さな変更でも、用具の配置だけでなく、日常の記録が同じ状態を示すように直す作業が必要になる。運用しなが

ら扱いを確かめ、用紙の更新日も残す方針だという。
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現在の参照情報

原資料本文とは別に付した参照先です。参照情報更新日：2026.10.28

仕事の現場の記事一覧 ↗

本資料はフィクション作品の一部です。作品案内：https://local-review.piveh.com/about-this-site/
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